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Ⅰ 総則 

 １ 本書の位置づけ 

   本提案審査基準は、田川市（以下「市」という。）が、「田川東高校跡地活用事業」

（以下「本事業」という。）を実施する民間事業者を選定するにあたって公表するもの

であり、実施要領と一体のものとして提示するものである。 

   本書では、「田川東高校跡地活用事業提案審査委員会」（以下「審査委員会」という。）

において、応募者の提案を審査するための基準を示す。 

   なお、本書で使用する用語の定義は、実施要領等において使用される用語と同一の

ものとする。 

 

Ⅱ 内容審査・価格審査について 

  実施要領Ⅶにより市が参加資格及び提案要件等の審査を行い、通過した提案について

は審査委員会において提案内容・提案価格を評価する。 

  内容評価点は９０点、価格評価点は１０点、合計１００点満点とする。各配点は「１

配点の枠組み」のとおりとする。 

  審査委員会が提案書の内容について、「２ 内容評価の項目及び配点」に示す小項目ご

とに評価を行い、小項目ごとの得点を算出し、その合計点を内容評価点とする。 

  なお、審査委員会が審査のために必要があると認める場合は、応募者に対し追加資料

を求める場合がある。また、内容審査においては、応募者によるプレゼンテーション及

び質疑応答を実施する。 

※プレゼンテーションの実施については、別途通知を行う。 

  ※プレゼンテーションにおいて新たな提案があっても、内容評価の対象とはしない。 

  ※価格評価点は「３ 価格評価の配点」に示す方法に従い算出する。 
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１ 配点の枠組み 

  内容評価及び価格評価の配点を以下に示す。 

 

評価項目 配点 

内容評価 

（９０点） 

１ 計画の実現性、継続性 

１０点 ・事業の実施体制や収支計画 

・建設等に係るスケジュール（整備期間、運営開始時期等） 

・事業者の財務状況の健全性 など 

２ 維持管理・運営 

１０点 
・施設の運営方法や安全対策及び維持管理の考え方 など 

３ 整備内容 

３０点 ・整備コンセプト、整備内容 など 

「旧田川東高校跡地における活用方策について」（報告書）を

踏まえること(別紙添付) 

４ 交通・周辺環境 

１０点 

・周辺地域(田川伊田駅、伊田商店街等)との回遊性 

・遠方からの移動手段(バス、タクシー、自転車等)の利便性 

・歩行者の安全性 

・周辺道路における渋滞対策 など 

５ 意匠・景観・自然環境 

１０点 ・自然環境に配慮した田川地域の顔として相応しいデザイン、

緑地配置 など 

６ 安全・安心への配慮 

１０点 ・地震や浸水等の災害への備えや発生時の対策、来街者の安全

確保 

・災害時における市との連携・協力体制、取組支援 など 

７ 地域貢献 

１０点 ・地元住民の生活利便性の向上、建設時等における地場企業

の活用、地元での雇用など地域貢献に資する取組み など 

価格評価 

（１０点） 

８ 提案価格 

１０点 
・土地貸付料及びたがわ情報センター解体等費用の提案価格 

 
合計評価点 １００点 
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 ２ 内容評価項目及び配点 

 

評価項目 主な評価の視点 配点 様式 

⑴ 計画の実現

性、継続性 

①事業の実施体制や事業スケジュール 

１０点 

任意様式 

〇代表企業、構成企業の役割分担及び責任分担、連携、

協力、補完体制、市との窓口・連絡体制などの事業の

実施体制が明確となっているか。 

〇早期の跡地活用、貸付期間終了後の確実な更地返還

に向けた実現可能なスケジュールとなっているか。 

②資金調達などの収支計画やリスク対応策等 

3-2-1 

3-2-2 

3-2-3 

3-2-4 

3-2-5 

事業報告書 

決算報告書 

〇財務の健全性や安定性が確保できる計画となってい

るか。 

〇事業者として財務状況が健全で、事業実施にあたり

経営状況は適当であるか。 

〇初期投資や収支計画について、提案内容に対する具

体的な項目と積算根拠が示されているか。 

〇事業の特性を踏まえた適切なリスクの想定及びその

対策の具体的な提案がされているか。 

⑵ 維持管理・

運営 

〇事業対象地全体の日常の維持管理や安全管理につい

て、適切な方策や取組みの提案がなされているか。 
１０点 任意様式 

⑶ 整備内容 

〇「旧田川東高校跡地における活用方策について」（報

告書）や地域の特性・課題を踏まえた整備コンセプト

となっているか。 

〇「旧田川東高校跡地における活用方策について」（報

告書）の基本的指針のうち、メイン、サブ機能の整備

について考慮した提案がされているか。 

〇地域の活性化や賑わい創出等に寄与する機能を整備

しているか。 

〇導入する施設等が、中心市街地における田川市の課

題、施策取組等を踏まえ、どのような役割を発揮し、

市にどのように寄与するのか具体的な提案がされて

いるか。 

３０点 任意様式 

⑷ 交通・周辺

環境 

〇周辺地域（田川伊田駅や伊田商店街等）との回遊性や

歩行者の安全等に配慮した交通環境の整備について

提案がされているか。 

〇公共交通機関の利用促進、利便性向上に関する取り

組みの提案がなされているか。 

〇周辺道路における渋滞対策などについて提案がされ

ているか。 

１０点 任意様式 
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⑸ 意匠・景観・

自然環境 

〇市の中心市街地及び田川地域の顔として相応しいデ

ザインとなっているか。 

〇緑地の配置など、自然環境に配慮した提案がされて

いるか。 

〇ユニバーサルデザインや関係法令等の理念、考え方

に基づいた提案となっているか。 

１０点 任意様式 

⑹ 安全・安心

への配慮 

○耐震性など各種災害に備えた十分な体制がとられて

いるか。 

〇災害時、特に浸水時における事業継続に向けた提案

となっているか。 

○災害時、利用者等の安全が確保できる十分な体制と

なっているか。 

〇災害時等における市との連携や協力体制、取組み支

援等に関する提案がされているか。 

１０点 任意様式 

⑺ 地域貢献 

○市民や地域住民の生活の利便性が向上する取組みが

提案されているか。 

○事業者が実施する設計・管理業務、建設及び維持管理

業務等において地場企業の活用など配慮されている

か。 

１０点 任意様式 

 

３ 価格評価及び配点 

  価格評価点は、以下の計算式に基づき応募者が提案する貸付料（年額）及びたがわ

情報センター解体等費用から算出する。 

  なお、点数は、小数点以下を切り捨てた値とする。 

 

○価格評価点 ＝ 10 点 × 市収入額 ÷ 最高市収入額 

 

※「市収入額」は、貸付期間を 20 年として、以下の計算式により算出した額とし、

「最高市収入額」は、最も高額な市収入額を提案した事業者の価格を用いる。 

   市収入額 ＝ 提案貸付料（年額）× 20 年 － たがわ情報センター解体等費用 

 

Ⅲ 優先交渉権者の決定 

  審査委員会は、審査委員の採点結果を踏まえ、合議により総合的に評価し、優先交渉

権者及び次順位交渉権者を決定する。 


